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紅製品の篇ん制 i 、( ぷ么セス脱な化とんぶ巧用【な場‘合，) 一 i 


CT 本製品を設置しまず。蜂 P 15 ) 

□ Window 設定ユーテイリテイをインス! -- ルしまず。今 P 17 ' 

♦ Web 設定ユーティリティを使用する場合は不要です。 • 


B 本製品の環境を設定しまず。 

Windows 設定ユーティリティ吟 P 19 
Web 設定ユーティリティ -► P 34 

無線 LAN 力ードから本製品に接続して環境を設定する場合は、先に無線 
LAN 力ードを使用可能な状態にします。また、無線 LAN 力ードの環境設 
定は初期値のままにして本製品に接続します。 


日 


無線 LAN カードの設定をしまず。 

無線 LAN 力ードのドライバのインストール、ネットワーク設定、環境を設 
定します。無線 LAN 力ードから接続して設定する場合は、ここで環境設定 
を変更します。設定方法は無線 LAN 力ードのマニュアルをお読みください。 


これで、本製品の導入は完了でず。 


ごを意 


♦本製品の仕様および価格は、製品の改良等により予告なしに変更する場合が 
あります。 

• このマニュアルの著作権は、エレコム株式会社が所有しています。 

• このマニュアルの内容の一部または全部を無断で複製/転載することを禁止さ 
せていただきます。 

• このマニュアルの内容に関しては、製品の改良のため予告なしに変更する場 
合があります。 

♦このマニュアルの内容に関しましては、万全を期しておりますが、万一ご不審 
な点がございましたら、弊社ラニード•サポートセンターまでご連絡ください。 

•本製品のうち、戦略物資または役務に該当するものの輸出にあたっては、外 
国為替法に基づく輸出または役務取引許可が必要です。 

• 本製品は日本国内での使用を前提に製造されています。日本国外での使用に 
よる結果について弊社は一切の責任を負いません。また、本製品について海 
外での保守、サポートはおこなっておりません。 

♦ Microsoft 、 Windows は米国 Microsoft Corporation の登録商標です。そのほ力、、 
このマニュアルに掲載されている商品名/社名などは、一般に各社の商標なら 
びに登録商標です。本文中における⑩および™は省略させていただきました。 
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ユーザーズマニュアル 


はじめに 


この度は、弊社ラニード無線 LAN "Air@Hawk (エア-ホーク）"シリー 
ズ 1 1Mbps LAN アクセスポイント" LD-WL1 1/AP2" をお買い上げい 
ただき誠にありがとうございます。このマニュアルには、 "LD-WL1 1/ 
AP2" をコンピュータ本体に導入するにあたって手順が説明されていま 
す。また、お客様が安全に" LD-WL1 1/AP2" を扱っていただくためのを 
意事項が載されています。コンピュータ本体への取り付け作業を始める 
前に、必ずこのマニュアルをお読みになり、安全に導入作業を行って製 
品を使用するようにしてください。なお、このマニュアルでは一部の表 
記を除いて "LD-WL1 1 /AP2" を「本製品」と表記しています。 


このマニュアルは、製品の導入後も大切に保管しておいてください。1 


参このマニュアルで使われている記号について 


記号 

意昧 


作業上および操作上で特にを意していただきたいことを説明 
しています。このを意事項を守らないと、けがや故障、火災 
などの原因になることがあります。ミ主意してください。 


説明の補足事項や知っておくと便利なことを説明しています。 
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まをにお巧いいただくために 


けがや故障、火災などを防ぐために、ここで説明しているを意事 
項を必ずお読みください。 


A 警告 

この表示のを意事項を守らないと、火災•感電などに 
よる死 t や大けがなど人身事故の原因になります。 

A を意 

このま示のを意事項を守らないと、感電やその他の事 
故によりけがをしたり、他の機器に損害を与えたりす 
ることがあります。 


A 警告 


〇 本製品の取り付け、取りはずしのときは、必ずコンピュータ本体 
および周辺機器メーカーの注意事項にしたがってください。 

けがや感電をしたり、部品を飲み込んだりする危険性があります。 

本製品から煙やへんな臭いがしたときは、直ちに AC コンセントから AC 
^アダプタをあいてください。そのあと、ご購入店などにご連絡ください。 

そのまま使用すると、火災や感電、故障の原因になります。 

本製品にかなどの液体や異物が入った場合は、直ちに AC コンセントから 
^ AC アダプタを抜いてください。そのあと、ご購入店などにご連絡ください。 

そのまま使用すると、火災や感電、故障の原因になります。 

ミち意 


® 本製品の分解、改造、修理をご自分でおこなわないでください。 

火災や感電、故障の原因になります。また、故障時の保証の対象 
外となります。 

0 本製品および本製品を取り付けたコンピュータ本体を、水を使ラ 
場所や湿気の多いところで使用しないでください。 

火災や感電、故障の原因になります。 

Q 本製品および本製品を取り付けたコンピュータ本体を次のような 
ところで使用しないでください。 

•高温または多湿なところ、結露を起こすようなところ 
-直射日光のあたるところ 

•平坦でないところ、±台が安定していないところ、振動の発生す 
るところ 

•静電気の発生するところ、火気の周辺 
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本製品のパッケージには、次のものが入っています。作業をはじ 
める前にすべてが揃っているかを確かめてください。なお、捆包 
には万全を期しておりますが、万一不足品、破損品などがありま 
したら、すぐにお買い上げの販売店または弊社ラニード•サポー 
トセンターまでご連絡ください。 


参アクセスポイント 

1台 



参 AC アダプタ 

1台 



参ユーティリティディスク 

CD-ROM 1枚 


参ユーザーズマニュアル 

1冊 


•保証書 

1枚 




/八0ツケージ内容を巧認ずる 


0 

f つ@ミ 


FUt- 尼 H 日 Er 


4 





























ク製品の保証とユーザ登録 


健品 の瓶也とな S ピ;スー 

本製品には保証書が付いています。内容をお確かめの上、大切に 
保管してください。 

■保証期間 


保証期間はお買い上げの日より1年間です。保証期間を過ぎての 
修理は有料になります。詳細については保証書をご覽くださし、。 
保証期間中のサービスについてのご相談は、お買い上げの販売店 
にお問い合わせください。 

■保証範囲 

次のような場合は、弊社は保証の責任を負いかねますので、ごを 
意ください。 

-弊社の責任によらない製品の破損、または改造による故障 
-本製品をお使いになって生じたデータの消失、または破損 
-本製品をお使いになって生じたいかなる結果および、直接的、 
間接的なシステム、機器およびその他の異常 

■修理の依頼 

「修理の依頼」 （50 ページ)を参照してください。 


■その他のご質問などに関して 

「サポートサービスについて」 （50 ぺージ）を参照してください。 

ユーザサポートは、ユーザ登録されているユーザの方を対象にお 
こなっているサービスです。ユーザ登録は、ホームぺージ上での 
オンライン登録になります。 

■ホームぺージからのオンライン登録 

ユーザ登録は、ホームページからオンラインで登録します。が下の URL 
アドレスにアクセスし、必要事項を入力して登録してください。登録が 
完了すると、登録完了の電子メールが送信されます。ユーザ登録された 
方には、電子メールで新製品情報、サポート情報をお届けします。 

エレコムホームぺージアドレス 

http :// www . eleconn . co . jp / 
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3 本製品の特長と動作環境 


ロロみ 

•11 Mbps の高速通信と高い拡張性 

IEEE 802.1 lb 準拠、 10 BASE - T とほぼ同等の1 1 Mbps で高速に 
通信できます。本製品を使用するインフラストラクチャ-モード 
に対応します。また、本製品は RJ -45 ポートを装備し、有線ネッ 
トワークとの接続も可能です。有線は 10 BESE - T の伝送速度に 
対応しています。 

♦ノイズに強いスぺクトラム拡散方式 ( DS - SS ) を採用 

通信方式には、スペクトラム拡散方式を採用しています。この方 
式は、特定の周波数成分がノイズで通信できなくても、別の周波 
数成分を使って通信できるノイズに強い通信方式です。また、こ 
の方式は軍事用の通信技術を使ったものなので盗聴されにくく、 
セキュリティに強い通信方式です。 

♦ SSID 、 WEP に加え MAC アドレスによるセキュリティを装備 

SSID や WEP による暗号化機能はもちろん、本製品を使用する場 
合は、 MAC アドレスをフィルタリングすることにより利用者の 
アクセス制限を設定することができます。 

♦ 14 ch の多チャンネル切替 

14 ch のチャンネルを使用できるので、チャンネルごとにワーク 
グループを設定して不要なデータ送受信を減らすことができま 
す。これにより、トラフィックが軽減されスループットを向上す 
ることができます。 

♦途切れにくいマルチチャンネル•口ーミング機能 

複数のアクセスポイントがある場合、電波の受信状態に合わせて、 
最良の受信状態にあるアクセスポイントに自動的に切り替わりま 
す。これにより、電波の届く範囲であれば移動しながらの接続で 
も通信が途切れるむ配がありません。 


参 Web ブラウザから設定できる Web 設定ユーテイリテイ 


Windows 対応の設定ユーティリティに加え、 Web ブラウザから 
設定できる Web 設定ユーティリティにも対応、 OS に依をせずに 
設定が可能です。いずれの設定ユーティリティも簡単に設定でき 
るようになっており、高度な知識は必要ありません。 
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•-•本製品の特長と動作環境 


♦リピータ機能搭載により、異なるネットワークをブリッジ接続 

有線 LAN で結ばれていない2 つの ネットワークグループを本製 
品でブリッジ接続することができます。ネットワークグループの 
間の距離が長い場合は、途中に本製品を設置することで電波を中 
継することもできます。 

♦アクセスポイントモードとリピータモードを同時使用可能 

従来の製品では、リピータモードに設定した場合アクセスポイン 
卜としては使用できなくなり、無線 LAN アダプタをインストー 
ルしたパソコン等でアクセスするにはアクセスポイントをほかに 
用意する必要がありました。 

本製品では「アクセスポイント+リピータモード」に設定すること 
で、アクセスポイントモードとリピータモードの同時使用が可能 
になりました。 

♦セキュリティの強化を実現ずる AP ステルス機能 

無線 L A N アダプタのユーティリティなどに付属のアクセスポイン 
卜検索機能で検索しても SSID が表示されなくなり、アクセスポイ 
ントの SSID を隠すことができます。また、 SSID を 「AN 丫」に設定し 
た無線 LAN アダプタでは接続できなくなるため、 SSID によるセキュ 
リティが強化されます。 


製なの動债 I 置指 L J 


本製品は次の動作環境に対応しています。 

対応機種 

PC/AT 互換機 (DOS/V)、NECPC98-NX 

対応 0S 


Windows 98、 Windows Me、WindowsNT 4.0、 
Windows 2000、 Windows XP 

X ホームぺ一 

ジにて、本製品に対する最新の対応 OS およびドライバの 


ご案内をしています。 
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本製品の特長と動作環境 • 


L る部 JSL 名狐と I は fc もき— 


■側面 


■正面 


か 





① 

Defau けボタン 

本製品の設定を工場出荷設定に戻す場 
合に使用します。 （49 ページ参照） 

② 

DC アダプタジャック 

本製品に付属の AC アダプタのプラグ 
を差し込みます。本製品に付属が外の 
AC アダプタは使用しないでください。 

③ 

Ethernet LED ( ) 

コンピュータ本体とリンクが確立して 
いるときに緑色に点灯します。データ 
の送受信時は点滅します。 

④ 

Wireless LED しみ） 

無線でのデータの送受信があった場合 
に緑色に点灯します。 

⑥ 

Power LED ( ろ ） 

A C アダプタから電源が供給されるさ 
れているときに緑色に点灯します。 

⑥ 

イーサネットケーブル 

10目 ASE - T に対応した HU 目等の 
MDI - X 端子に接続します。パソコン等 
の MDI 端子に接続する場合はストレー 
卜/クロス変換アダプタが必要です。 
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4 無線 LAN の基礎知識 


本製品を使った無線 LAN の基本的なことについて説明します。 

無線 LAN の2つの通信モード 


無線 LAN には2つの通信モードがあります。ひとつは、無線 
LAN 力ードだけでネットワークを構成する「アドホック•モード」 
です。無線 LAN 力ードを取り付けたノートパソコン同±が自由 
にデータを交換できます。ネットワーク内にプリンタがつながつ 
たパソコンがあれば、共有設定にするだけで他のパソコンからも 
プリントアウトできるよラになります。 

もうひとつのモードは、「アクセスポイント」と呼ばれる中継装置 
を使う「インフラストラクチャ•モード」です。アクセスポイント 
にはイーサネットポートが用意され、ケーブルで有線 LAN に接 
続することができます。 

♦アドホック-モード （AdHoc Mode ) 

ノートパソコン数台だけで データの やり取りをするのに適してい 
ます。プリンタやドライブを共有できるので、周辺機器を効率的 
に利用できます。各パソコンは対等の扱いになるピア-ツー•ピ 
ア接続になります。 


参インフラストラクチヤ • モード （Infrastructure Mode ) 


アクセスポイントを経由してパ 
ソコン同±を接続します。有線 
LAN と接続し、相互に通信する 
こともできます。また、ルータ 
を利用すれば、各パソコンから 
インターネットに接続できます。 
アクセスポイントを複数設置す 
ると、通信エリアが拡大するだ 
けでなく、移動しながらネット 
ワークを利用したときに、自動 
的に電波状態のよいアクセスポ 
イントに切り替わるマルチチヤ 
ンネル□ーミング機能が利用で 
きます。 



パソコン A パソコン B パソコン C 
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無線 LAN の基礎知識 ••• 

マルチチヤンネル-ローミング機能 


本製品を2台が上用意して、それぞれを有線 LAN と接続すると、 
ネットワークを利用した状態で移動しても、自動的に電波状態の 
よいアクセスポイントに切り替わる「マルチチヤンネル•□ー ミ 
ング機能」を利用できます。この機能を利用すると通信範囲が広 
がるだけでなく、工場や倉庫のような大きな場所で移動しながら 
ネットワークができるようになります。 



無線 LAN のセキュリティ機能 


無線 LAN は電波でデータを送受信するので、知らない間にネット 
ワークに不正アクセスされたり、電波を盗聴される可能性がありま 
す。そこで、無線 LAN カードおよびアクセスポイントには不正ア 
クセスや盗聴を防止するためのセキュリティ機能を備えています。 

♦ SSID(Service Set ID ) 

もし、隣のオフィスが同じ製品もしくは同じ帯域を利用する無線 
LAN を使用すると、ネットワークそのものが混信する恐れがあ 
ります。そこで他のネットワークと自分たちのネットワークを区 
別するために SSID と呼ばれるネットワーク名称を決めます。同 
じネットワークに所属するパソコンには、同じ SSID を設定する 
ことで、他の SSID を持ったネットワークとは区別され、不正に 
アクセスされることを防ぐことができます。 

参アクセスコントロール （ MAC アドレスフイルタリング） 

ネットワークアダプタには、1台ごとに 「 MAC アドレス」と呼ば 
れる固有の番号が割り当てられており、世界中に同じ MAC アド 
レスを持つアダプタは存在しません。そこで、アクセスを許可す 
る無線 LAN 力ードの MAC アドレスだけを登録することで、その 
他の MAC アドレスを持った無線 LAN 力ードからはアクセスでき 
ないよラに制限することができます。 
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•- •無線 LAN の基礎知識 


Air@Hawk の無線 LAN 力ードの MAC アドレスは力ード裏面に 
記載されています。 

参 WEP(Wired Equivalent Privacy ) 

SSID やアクセスコント□ールは、不正アクセスを防止するため 
の機能ですがそれだけでは、特殊な装置を持った第王者に意図的 
に盗聴される恐れがあります。 Air@Hawk では、さらにセキュリ 
ティを高めるために、 WEP という機能を利できます。 WEP はデー 
夕を暗号化する機能で、ユーザーによって決められる、40ビッ 
卜 （ WEP 64 bit ) あるいは104ビット （ WEP 1 28 bit ) の数値をキー 
として暗号に利用します。同じネットワークの利用者だけに暗号 
を知らせることで、 干こと え第王者が電波を盗聴してもデータを解 
読することができなくなります。 

♦ AP ステルス機能 

アクセスポイントの SSID を隠します。無線 LAN アダプタのユー 
ティリティなどに付属のアクセスポイント検索機能で検索しても 
SSID を表示できなくなり、外部からの不正なアクセスを防ぎます。 


夕本製品の注意事項 


♦ 無線 LAN カードから本製品を設定ずる場合 

無線 LAN カードを取り付けたコンピュータからユーティリティ 
を起動して、はじめて本製品の環境を設定する場合は、無線 
LAN カードの設定を初期値にしたまま、本製品に接続してくだ 
さい。その後、無線 LAN カードのユーティリティを起動し、無 
線 LAN カード側の設定を変更してください。 

♦ WE P を設定したあとのを意点 

無線 LAN 力ードおよび本製品の両方またはどちらかに WEP を設 
定すると、無線 LAN 力ードの入ったコンピュータからアクセス 
ポイント用のユーティリティを起動しても本製品を見つけること 
がで きません。有線 LAN から本製品に接続可能な環境であれば、 
有線 LAN のコンピュータからユーティリティを起動し、本製品 
に接続することができます。 


♦同時に使用可能なチャンネルについて 

同時使用するチャンネルが使用する周波数が一部でも重なってい 
ると、混信により正常に通信できなくなります。が下の表の帯域 
一覧を参考に、同時に使用するチャンネルの周波数が重ならない 
ように、チヤンネルを選択してください。 


2 

1チヤンネル 1 

401 2423 1 


6チヤンネル 1 

2426 2448 | 



11チヤンネル 1 

1451 2473 1 



2チヤンネル 
2406 2428 

1 

I 7チヤンネル 

1 2431 2453 


12チヤンネル 1 
2456 2478 | 


3チヤンネル 


8チヤンネル f 


13チヤンネル 1 

2411 2433 


2436 2458 1 


2461 2483 | 


I 4チヤンネル 
I 2416 2が8 


9チヤンネル"" B 

r 14チヤンネル 

2441 2463 II 

1 2473 249已 


日チヤンネル 1 


10チヤンネル1 

2421 2443 1 


2446 246811 


™ 波数^ 


U 函数 
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6 本製品を巧続ずる/設置ずる 


こ巧線， LAN みんの媒築側 

本製品を使って無線 LAN を構築する例について説明します。本 
製品を有線 LAN に接続し、有線 LAN と無線 LAN を混在させる構 
成、無線 LAN だけの構成、2つの有線 LAN を無線 LAN でつなぐ 
構成などがあります。 

無線 LAN と有線 LAN を混在させる場合 


有線 LAN とは、10目 ASE - T や1 OOBASE - TX などのイーサネッ 
卜で構成されたネットワークのことです。本製品は、1 OBASE-T 
に対応したイーサネットと接続することで、有線 LAN と無線 
LAN の相互でデータのやり取りができます。本製品を2台が上用 
意して、有線 LAN と接続するとアクセスポイント間を移動しな 
がらネットワークができる「マルチチヤンネル•□-ミング機能」 
(10 ページ参照）を使用できます。 



無線 LAN だけでネッ ト ワークを構成ずる場合 


無線 L A N だけでネットワークを構成する場合は本製品に付属の 
電源アダプタから電源を共有するだけです。ただし、本製品の設 
定を無線 LAN カードからおこなう場合にを意点があります。「5 
本製品のを意事項」 （1 2ページ)を参照してください。 



パソコン A 〇 〇 〇 


パソコン己 


パソコン C 
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本製品を接続する/設置する ••• 


2つのネットワークを無線 LAN でつなぐ場合 


有線 LAN で結ばれていない2 つの ネットワークグループを本製 
品でブリッジ接続することができます。ネットワークグループの 
間の距離が長い場合は、途中に本製品を設置することで電波を中 
継することもできます。 

-本製品は1対1でのリピータ機能で使用できます。 

1対 n のリピータ機能には対応していません。 

-遠隔地とつなぐために中継用の本製品（リピータ）を設置 
する場合、中継点が多くなるほど速度が低下しますので、 
, ごを意ください。 


有線で接続できない2点間の屋内ネットワークもリピータ機能で 
データのやり取りができるようになります。 

アクセス アクセス 

ポイント ポイント 




距離が長い場合は、本製品を中間に設置することで電波を中継す 
ることができます。 


アクセス 

ポイント 



グループ A 


アクセス 
ポイント 
(リピータ玫 



アクセス 

ポイント 



中継用のリピータ（アクセスポイント）にも、モードなど 
の設定をする必要があります。設定用のパソコンを用意 
し、設定してください。 
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•-•本製品を接続ずる/設置ずる 


「アクセスポイント+リ ピー タ モード」 に設定すれば、リ ピー タと 
して使用している場合でも、同時にアクセスポイントとして使用 
できます。 


アクセス アクセス 

ポイント ポイント 

(リピータが （リピータ® 



nnja :」 吿置^^ 

本製品を設置するためのを意点と設置例を説明します。 

設置の注意点 

設置する場所については、が下のことにごを意ください。 


♦できるだけ見通しのよい場所に設置しまず 

壁などの障害物があると電波が弱められ、通信距離が通常より短 
くなります。無線 LAN を使用する場所ができるだけ見渡せるよ 
うな場所に設置します。 


♦使用範囲の中むにくるよラに設置しまず 

無線 LAN の使用範囲の中/こ、に本製品がくるように設定します。 
本製品を複数設定する場合は、障害物などを考慮しながら、デッ 
ドポイント（電波が届かない場所）がなるベくできないように適 
切な場所に設置します。 

•電波に影響を与えるものを避けまず 

スチール製品、電子レンジ、無線を使うコンピュータ周辺機器な 
どの近くには設置しないようにしてください。混信など正常に通 
信できないことがあります。 
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本製品を接続する/設置する ••• 

本製品の設置例 


7 無線 LAN カードを使用ずるコンピュータから見通しのよい場所 
に本製品を置きまず。不安定な場所や前ページのを意点に該当ず 
る場所には置かないでください。 


2 付属の AC アダプタを接続しまず。有線 LAN やネットワーク機 
器をつなぐ場合はイーサネットケーブルを接続しまず。 



HU 目を使用せずにコンピュータ本体の 
イーサネットポートと直接つなぐ場合 
は、ストレート/クロス変換アダプタを 
使用してください。 


夕本製品を60°程度の角度で起こしまず。 



受信状態が悪い場合は、無線 LAN カードのユーティリティに[診 
断ツール]があれば、[各チャンネルの状況]を見ながら、角度を 
調整してください。 
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Windows 設定ユーテイリテイをインストールずる 


付属の CD - ROM ディスクの中にある本製品用の Windows 設定 
ユーティリティをインストールする手順を説明します。この設 
定ユーティリティは Windows から本製品を設定するためのユー 
ティリティです。 Web ブラウザから設定する場合は、「10 Web 
設定ユーティリティのリファレンス」 （34 ぺージ）を参照してくだ 
さい。なお、説明の画面には WindowsXP を使用しています。 


7 付属の CD - ROM ディスクをドライブに入れまず。 

2 マイコンピュータなどからユーティリティディスクの内容を表示 
しまず。 


3 「 ap 2 j フォルダを開き、フォルダ内にある 
setup (. exe ) をダブルクリックしまず。 

インス!-ーラが起動します。 



Setup , exe 

4 インス!"ール先を指定しまず。通常はそのまま変更ずる必要はあ 


りません。 


[ I 谋瓷:歴：却をクリックします。 
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Windows 設定ユーテイリテイをインス! -- ルずる ••• 


5 インス!"ール時に作成ずるフォルダの名称を指定しまず。通常は 
そのままで変更ずる必要はありませんので、 に:; 殺;:聊；01 をクリツ 
クしまず。 

インストールが始まります。 



.フォルダ名を変更し 
たいときは、ここに 
名称を入力します。 


をリック I 


6 El 节了 I をクリックしまず。 



■(ク U ック) 


自動的にインストールが完了します。続いてユーティリティーの 
設定をおこないます。次の「ユーティリティーの内容を設定する」 
へ進みます。 


のアンインストールするときは、[スタート]一[プログラ 
ム ( WindowsXP をお使いの場合は[すべてのプログラム])] 
一 [ LD - WL 11 AP 2 Utility ] 一 [Uninstall LD - WL 1 1 AP 2 
Utility ] を実行してアンインストールします。 
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Laneed 


8 基本機能を設定ずる(アクセスポイント機胤 


本製品をアクセスポイントとして使用できるように 、 Windows 
設定ユーティリティを使って基本機能を設定します 。 Windows 
設定ユーティリティには、ここで設定する最小限の基本機能のほ 
かに、 WEP や MAC アドレスフィルタリングを使うアクセスコン 
卜□ールなどのオプション機能を設定ができます。オプション機 
能の設定については、「9 Windows 設定ユーティリティのリファ 
レンス」に3ぺージ）を参照してください。 


無線 LAN 力ードより先に本製品の機能を設定します。 
有線 LAN を使わずに無線 LAN からアクセスポイントにア 
クセスして基本機能を設定する場合、はじめて本製品の機 
能を設定するときは、無線 LAN 力ードの設定を初期値に 
したまま本製品に接続します。本製品を設定するより前に、 
無線 LAN 力ードの設定を変更してしまうと、本製品が検 
_出できなくなる恐れがありますのでを意してくださし N 。 ^ 


C 万么セスぶ ィ 么心を應 な出本 


7 [スタート]一[プ□グラム ( WindowsXP をお使いの場合は[ず 
ベてのプ□グラム])]一 H - D - WLI 1 AP 2 Utility ] 一 [ Air@Hawk 
LD - WLl 1 AP 2] を選択しまず。 

〈設定ユーティリティ〉画面が表示されます。 


2 


「 AP 名 J から本製品のアクセスポイントを選択しまず。 

「 AP 名」先頭には、アクセスポイントの MAC アドレスが記載さ 
れています。本製品背面に記載されている MAC アドレスと同じ 
アクセスポイントを選択してください。 



本製品背面に記載されている 
MAC アドレスと同じアクセス 
ポイントを選択してください。 


pefe アクセスポイントが見つからない場合は AP 名から「再検 
索」を選択して、アクセスポイントを再検索してくださし、。 
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基本機能を設定ずる（アクセスポイント機能） ••• 


3 パスワードを入力し 、 L LOGIN ] をクリックしまず。 

Windows 設定ユーティリティの設定画面が表示されます。 



-パスワードを 
入力します。 

をリック I 


本製品をはじめて設定する場合は、 「 default ! と入力してくださし、。 
パスワードは大変重要なものです。本製品の運用を開始するとき 
は、パスワードを必ず変更してください。パスワードを変更する 
方法については、「基本設定を変更する」に3ページ）を参照して 
ください。 

L 設定をまホが 


設定画面が表示された直後は、本製品の基本設定を表示しています。 
それぞれのボタンをクリツクすると、基本の設定の他にも、セキユ 
リティ関係の情報や、本製品のフアームウェアのバージ ョ ン情報 


を表 W でさます。 


h Air@Hawk LD - WL 11/ AP 2 設定ユーティリティ に~]囘^1 



表示したい情報の 
ボタンをクリック 
します。 



アクセスポイント名や SSID などを表示します。 

1基本訪ち1 


暗号化の種類やフィルタリングなど、設定されているセ 
キュリティを表示します。 

申ユリティ1 


ファームウェアやユーティリティーのパ'-ジョンを表示 
します。 

1情訊1 
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•- •基本機能を設定ずる（アクセスポイント機能） 


紐用に 必 ぁな)情源を 設ぁをる^^^^^^^^^ 

本製品の運用開始に最低限必要な SSID とパスワードを設定します。 
より詳細な設定方法については、「9 Windows 設定ユーティリティ 
のリファレンス」に3ぺージ）を参照してください。 


Windows 設定ユーティリティの設定画面を表示し、 I 基本試ち 
ボタンをクリックしまず。 


LD-WL11/AP2 設定ユーティリティ 


ド〇-卵- fe-72-4c-41 ap724c41 

を本設ミ IjZ キュリティし’ I お R I 




- I ク U ツク I 


么 I 設ミシボタンをクリックしまず。 


鼠■」サブネットマ义ゥ 

デフォルトザートウェイ 


H ク U ツク I 


3 SSID を入力しまず。 



SSID とは、通信する相手を特定するために使用する識別 
番号です。 SSID 力 《 一致した相手に限り通信を許可します。 
初期値のままで使用すると、思わめデータの漏;'曳の可能 
性がありますので、本製品の運用前には必ず SSID の値を 
変更してください。また、より高度なセキュリティを確 
保したい場合は、 SSID だけでなく、 WEP を設定したり、 
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基本機能を設定する（アクセスポイント機能） ••• 


アクセスポイントの MAC アドレスフィルタリング設定 
をしてください。詳しくは「セキュリティ （ MAC アドレ 
スフィルタリング）を変更する」に9ぺージ）を参照して 
ください。 


4 パスワードを設定しまず。 


テフオルトザ—トウが 
巧しいけスワ-ド 
巧しい"スワードの掩認 


(192.168.1 .254 


新しいパスワード 
を入力します。 


の-パスワードは半角英数字で32文字まで入力できます。 
•大文字と小文字を区別します。 

•パスワードは大変重要なものです。本製品の運用を開 
始するときは、初期値のままでは使用せずにパスワー 
ドを必ず変更してください。また、パスワードは定期 
的に変更するようにしてください。 


5 r 適用0 ボタンをクリックしまず。 

本製品に設定を適用し反映されると、パスワード入力を求める画 
面に戻ります。 



テフオルトザートな[イ 1192.16 8.1.254 

を 巧しいパスワード 1 

新しいパスワ-ドの植忍 1 

- 1 




設定が反映されるまで10秒から30秒ほど時間がかかり 
^ ます。 

その間は本製品の電源を OFF にしないでください。 


これで、本製品の運用開始に最低限必要な SSID とパスワードの 
設定が完了しました。設定を完了するときは、。ボタンをクリツ 
クして設定ユーティリティーを終了します。引き続きその他の設 
定を変更する場合は、次ページの「9 Windows 設定ユーティリ 
テイのリファレンス」を参照してください。 
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Laneed 


夕 Windows 設定ユーテイリテイのリファレンス . 

^ _ « 


Windows 設定ユーティリティーでは、次の内容が設定できます。 


基本設定…… SSID 、 チヤンネル、 AP 名、モード設定、 IP アドレス、 
パスワード変更 

セキュリティ ••• WEP 、 MAC アドレスフィルタリング、 AP ステルス 
情幸良 . ファームウエアのバージヨン情報(表示のみ） 

アクセスポイント名や SSID などの基本情報を設定します。アク 
セスポイント名や SSID などの基本情報を設定します。 

7 Windows 設定ユーテイリテイの設定画面を表示し、^基本設ち| 
ボタンをクリックしまず。 



{クソック) 


■(ク U ック) 


夕必要に応じて設定を変更しまず。 
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Windows 設定ユーテイリテイのリファレンス ••• 



設定を反映せずキャンセルする場合は、。キトンセル]ボ 
タンをクリックします。 Windows 設定ユーティリ 
ティの設定情報の表示画面に民ります。 

設定を初期化する場合は、 r デっォルト y ボタンをクリック 
します。 


SSID 

半角英数字32文字が内で入力します。大文字とル文字が区別さ 
れます。アクセスポイントに接続を許可する無線 LAN カードの 
グループと同じ SSID を設定します。 SSID が異なる無線 LAN カー 
ドのグループは接続することができません。例えばアクセスポイ 
ントの SSID を「 Laneed 」 に設定した場合は、無線 LAN 力ードの 
SSID 力 《 「 Laneed 」 のグループは接続できますが、無線 LAN 力一 
ドの SSID が 「 ELECOM 」 の グルー プは接続で きません。 

チヤンネル 

通信範囲に本製品(アクセスポイント）を2台が上設置する場合は、 
それぞれのアクセスポイントの使用チャンネルが重ならないよう 
に設定します。これは、同じ周波数帯域を使用するアクセスポイ 
ントが近くにある場合に混信することを避けるためです。 

リピータ機能を使用する場合は、同じチャンネルに設定します。 

APS 

アクセスポイントの名称をわかりやすい名称に設定できます。名 
称は半角英数字32文字までです。大文字と小文字は区別されま 
す。 （32 文字が上入力しないでください。） 


モード設定 

アクセスポイント 
モード 

本製品を無線 LAN のアクセスポイントとして使 
用します。 

リピータモード 

リピータ機能 （14 ページ参照）で使用します。 

アクセスポイント 
+ 

リピータモード 

アクセスポイントモードとリピータモードを同 
時に使用します。 （15 ページ参照） 


リピータモードを使用する場合、各リピータ（アクセスポイント）は同 
じチヤンネルを使用するように設定してください。 


IP アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイ 

アクセスポイントを IP アドレスで管理しない場合は、アドレスを 
変更する必要はありません。複数のアクセスポイントを管理したり、 
Web 設定ユーテイリティなどから本製品にアクセスする場合など、 
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•- - Windows 設定ユーテイリテイのリファレンス 


正しい IP アドレスを必要とするときは設定を変更してくださし、。 
IP アドレスの変更については、ネットワーク全体に影響を及ぼす 
ことがありますので、ネットワーク管理者がいる場合は、ネット 
ワーク管理者の指示に従ってください。 



同ーネットワーク上で本製品を2台が上使用する場合 
は、本製品の IP アドレスを管理していない場合でも、 
それぞれが異なる IP アドレスになるように設定を変更 
してください。同じ IP アドレスを持った製品が2台が 
上ある場合、 Web 設定ユーテリティで本製品にアクセ 
スすることはできません。 


パスワード 

パスワードを初期値のままにしておくと、第王者にアクセスポイ 
ントの情報を盗まれたり、無断で設定を変更される恐れがありま 
す。また、パスワードは定期的に変更してください。パスワード 
を入力する場合は、半角英数字で最大32文字です。大文字とル 
文字も区別されます。入力したパスワードはメモにして大切に保 
管してください。 


4 r 通巧0 ボタンをクリックしまず。 

本製品に設定を適用し反映されると、パスワード入力を求める画 
面に戻ります。 

デフォルトゲートかイ 1192.168 .1 .254 — 

1：^ I 斤しいバスワード I 

巧し…れワ—ドの植5 I 

■ I ク U ツク) 



設定が反映されるまで10秒から30秒ほど時間がかかり 
^_ます。その間は本製品の電源を OFF にしないでください。 

設定を完了するときは、0ボタンをクリックして設定ユーティ 
リティーを終了します。 
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L セおお J 反も J ' W ‘巨区設定ほ蛮更ぇも— ^ 

データを暗号化して送信する WEP 機能を設定します。 

VVEP とは 


無線 LAN 上でやり取りされる 
データを盗聴から保護するた 
めに WEP(Wired Equivalent 
Privacy ) に基づいてデータ 
を暗号化します。 WEP の設 
定をしていないコンピュータ 
は、データを読み取れなくな 
ります。 

WEP 設定なし 


'叫 アクセスポイント 



が。 


パソコン B ミパソコン C // I 

WEP 設定あり ^^1 WEP 設定あり 


VVEP64b けと WEP128bit につし、て 


本製品の WEP 設定には、 WEP 64 bit と WEP 1 28 bit があります。 
WEP 128 bit の場合は WEP 64 bit に比べ設定できる暗号キーが多 
いため、より高度な暗号といえます。 

暗号化キーは、「半角英数字」「16進数値」のどちらかで入力します。 
64 Bit •半角英数字の場合は、5文字入力します。 

•16 進数値の場合は、10巧入力します。 

1 28 Bit •半角英数字の場合は、13文字入力します。 

•16 進数値の場合は、26巧入力します。 

暗号キーの設定方法について 


暗号キーはキー1〜キー4 
まで、同時に4種類を登録 
できます。コンピュータ A 
とコンピュータ目の間で暗 
号化したデータをやり取り 
する場合は、本製品および 
それぞれの無線 LAN カード 
の設定で同じキー番号（キー 
1〜キ ー4 のいずれか）に同 
じキーワードを入力します。 

さらに使用するキー番号を有効にすることで、相互に暗号化され 
たデータを正しく受信できます。 
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WEP を設定していても、暗号キーが異なるとデータのやり取り 
はできません。また、コンピュータ C がキ ー2 を使用するよう 
に設定していても、キーワードが異なればデータのやり取りは 
できません。キーワードが同じでも使用するキー番号が異なれば 
データのやり取りはできません。 


セキュリティ （ VVEP 設定）を変更ずる 

データを暗号化して送信する WEP 機能を設定します。 


Windows 設定ユーテイリテイの設定画面を表示し、を单ユリティ| 
ボタンをクリックしまず。 


LD-WL11/AP2 設定ユーテイリテイ 


AP を |iJiJ-yu-tc-/2-4g-41 ap ； 24c41 ▼ I 

を本 i 視けキュリティし’ I き沛 I 


H ク U ツク) 


么 I 設定0ボタンをクリックしまず。 



^^ソック1 


3 「 WEP 設定 J をクリックしまず。 


LD-WL11/AP2 設定ユーティリティ 


AP を ド〇-卵 -fe-72-4c-41 ap724c41 _ 

• 、が EP 設ミ： MAG アドレスフィルタリシヴ設定 AP ステルス碟距 


Il ' Wt - 


(T 無か r WEP 64bit 广 WEP 128b け 


- I ク U ツク I 
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4 必要に応じて設定を変更しまず。 


設定を反映せずキャンセルする場合は、。キトンセル I ボタン 
^ をクリックします。 Windows 設定ユーティリテイの設定 
画面に戻ります。 


暗号化 

使用する暗号強度を選択します。 


暗号 キー 設定 

文字列である「半角英数字」と「16進数値」のどちらの暗号キー 
で入力するか選択します。 

キーの 編集 

暗号キーを入力します。必ず設定するキー番号にチェックを付け 
てから入力してください。チェックのついていないキー番号に入 
力して、ボタンをクリックしても設定は反映されません。 


WEP 64 bit 半角英数字の場合の設定例 



WEP 128 bit 16進数値の場合の設定例 


广 お夕わ 广 WEP 6化け な WEP128b け 


' _ 广半ち英数宇 _ pisi _ 

« キィ )01234 [56789 |ABCD 「 EF01 [2345 16789 

'て巧 ‘!— I— I— I— I— I— 
广卜 3 I—I—I—I—I—I— 
广卜 4 1—I—I—I—I—I— 


2呂 
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5 r 通巧0 ボタンをクリックします。 

本製品に設定を適用し反映されると、パスワード入力を求める画 
面に戻ります。 



gapi -1 つの キーを入力するたびに|こ通展二みボタンをク 
リックして、入力を確定してください。チェックの付 
いていないキー番号のキーは変更されません。 


設定が反映されるまで10秒から30秒ほど時間がかかり 
ます。その間は本製品の電源を OFF にしないでください。 


設定を完了するときは、0ボタンをクリックして設定ユーティ 
リティーを終了します。 

L セ およんもィ JMAC ぶ化ふ心■ル姐:^)ぶ変更な J 

本製品に接続できる無線 LAN デバイスの MAC アドレスを指定し 
ます。 

MAC アドレスはネットワーク機能を持つ力ードにそれぞれ固有 
に割り当てられている番号です。 MAC アドレスフィルタリング 
設定で接続できる無線 LAN デノてイスの MAC アドレスを指定して 
おくことで、外部からのアクセスを拒否できます。 

• 無線 LAN イーサネットアダプタや無線 LAN デバイスの 
MAC アドレスについては、それぞれ製品添付の取扱説 
明書を参照してください。 

通常、 MAC アドレスは製品背面や側面に印刷されています。 
•複数のアクセスポイントを使用している場合、各アク 
セスポイントのアクセスコント ロールの 条件を同じに 
するためには、すべてのアクセスポイントに同じ設定 
_をする必要があります。_ 

アクセスコント□-ルのもうひとつの使用例として、コント □- 
ルする MAC アドレスをアクセスポイントごとに区別する使いか 
たがあります。こうすることで、アクセスポイントごとに接続で 
きるコンピュータの台数を分散し、トラフィックを軽減できます。 
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Windows 設定ユーテイリテイの設定画面を表示し、 を单ユリティ I 
ボタンをクリックしまず。 


L11/AP2 記ちユーティリティ 


[ijij-yu-te- /^-4c-41 ap?24c41 ▼1 

呈本設ミ 11 キュリティ|陪ま R 」 


-I クソツク I 


ク I 設ミ►」ボタンをクリックしまず。 



ソツク I 


3 '' MAC アドレスフィルタリング設定 J をクリックしまず。 


L11/AP2 訪定ユーティリティ 


A ドを |00-90-fe-72-4c-41 ap724c41 


- I クソツク) 


[WEP 設定て MAC アドレスフィルタリンヴ設ミ-^ • AP ステルス機能] 

厂 MAC アドレスフィルタリシヴのちタカ 


4 「 MAC アドレスフィルタリングの有効 J をチェックしまず。 


び設定 MAG アドレスフィル则ンク記ち_ AP ステルス機能 I 

W MAC アドレスフィルタリンヴのちか 


P 


フイルタリンク了ースレ I No. IM AC ァ ドレス_I ^ 


励！] 

.1 你-で-- 


- I チ1ツク) 


MAC アドレスフィルタリングを無効にしたいときは、 
「 MAC アドレスフィルタリングの有効」のチェックを外 
します。 
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夕必要に応じて設定を変更しまず。 


[WEP 設ミ MAC アドレスフィルタリンヴ i さち AP ステルス機能 [ 


口 MAC アドレスフィル則ンヴのちタカ 

|00：90： FE ：72：4 C ：41 


フイル如ンヴテーブル No, J MAC アドレス J ♦】追加 



巾設定を反映せずキャンセルする場合は、。キトンセル I ボタン 
が ^をクリックします。 Windows 設定ユーティリテイの設定 
画面に戻ります。 




-アクセスを許可する無線デバイスの MAC アドレスを追加ずるには 

MAC アドレスを入力し、因ボタンをクリックします。 


口 MAC アドレスフィル如シヴのちか 

|5〇削: b3: の: fe:e 到 イ- 

フイルタリンヴテーブル I No. I MAC ァドレス T 适加 

_ J _ぉ嗎- 


MAC アドしスを入力 


入力欄下の MAC アドレスリストに入力した MAC アドレスが 
表示されます。 


-アクセスを許可した無線デバイスの MAC アドレスを削除ずるには 

MAC アドレスリストから削除する MAC アドレスを選択し、 
固ボタンをクリックします。 


R MAC アドレスフィルタリシ。のちか :： 

1 

つィル々 J 、 ,パ•了'—ブル 

|00：90：FE：72：4C：41 

◄ - ^ —— [ ① MAC アドレスを A * J 


No. 1 MAC アド 

DHHEQI 

/ス 1 ♦】思… 

SppBBi '化'依正 


2 0090： FF 

2；4C：42 A 日 - - - 

、 【ち肖"际イ^—— [(!> クリック) 


設定した MAC アドしスが 
削除されます。 
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-アクセスを許可した無線デバイスの MAC アドレスを変更ずるには 

MAC アドレスリストから変更する MAC アドレスを選択し、 
入力欄に表示される MAC アドレスを修正します。次に函ボ 


~~ I ② MAC アドレスを 修走] 
—チェック] 

選択した MAC アドレスが変更されます。 


G [適用0ボタンをクリックしまず。 

本製品に設定を適用し反映されると、パスワード入力を求める画 
面に戻ります。 

--【*—が崎-…— 


クリック) 


設定が反映されるまで10秒から30秒ほど時間がかかり 
^_ます。その間は本製品の電源を OFF にしないでください。^ 

設定を完了するときは、0ボタンをクリックして設定ユーティ 
リティーを終了します。 

佔 ホぶ化心 JA もスミルス機能)ぶ 変是な^^^^ 

アクセスポイントの SSID を隠してセキュリテイを強化する AP 
ステルス機能を設定します。 


7 Windows 設定 ユーテイリテイの 設定 画面を表示し、 It 辛ュリティ^ 
ボタンをクリックしまず。 




① 変更する MAC アド 
レスを MAC アドレス 
リスト入力から選択 


タンをクリックします。 
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■(ク U ック) 




「 AP ステルス機能 J をクリックしまず。 



4 「アクセスポイントを隠ず J をチェックしまず。 



-[チェック! 


Iキトン切レ 


洒巧 


設定を反映せずキャンセルする場合は、 しィキトンセル ] ボタン 
をクリックします。 Windows 設定ユーティリテイの設定 
画面に戻ります。 


5 r 通用。 ボタンをクリックしまず。 

本製品に設定を適用し反映されると、パスワード入力を求める画 
面に戻ります。 



設定が反映されるまで10秒から30秒ほど時間がかかり 
_ます。その間は本製品の電源を OFF にしないでください。 


設定を完了するときは、0ボタンをクリックして設定ユーティ 
リティーを終了します。 
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が Web 設定ユーテイソテイのソフアレンス 


Internet Explorer などの Web ブラウザから呼び出し可能な 
Web 設定ユーティリティが本製品のメモリに保をされています。 
Web 設定ユーテイリテイでも Windows 設定ユーテイリテイと同 
じ内容を設定することができます。 


Web 設定ユーティリティを使用する場合は、ご使用にな 
るネットワークに対応した IP アドレスを設定する必要が 
あります。 IP アドレスの設定が正しくないと Web ブラウ 
ザから設定ユーティリティにアクセスすることはできま 
せん。 IP アドレスがご使用になるネットワークと異なる 
場合は、 Windows 設定ユーティリティを使って IP アド 
レスを正しい値に変更してください。 

(「 IP アドレス」24ぺージ参照） 


CWeb 哉を画面を戚な出を 

Web 設定ユーティリティのプ□グラムは本製品の本体内のメモ 
リに保をされています。本製品の接続が正しく完了していないと 
呼び出すことはできません。_ 

lujefe 本製品が正しくネットワークに接続されていることを確 
認しておいてください。 


7 Internet Explorer などの Web ブラウザを起動しまず。 

2 アドレスにアクセスポイントの IP アドレスを入力し、店亞1百を 
押しまず。 

Web 設定ユ^ティリティの□グイン画面が表示されます。_ 

本製品の IP アドレスの初期値は「192.168丄240」です。 
ご使用のネットワークに対応した IP アドレスに変更され 
ている場合がありますので、ネットワーク管理者などに 
ご確認ください。 


3 「管理者パスワード J を入力し、 「 Loginj をクリックしまず。 

アクセスポイントの一般情報が表示されます。 

本製品をはじめて設定する場合は、 「 default 」 と入力してください。 
パスワードは大変重要なものです。本製品の運用を開始するときは、 
パスワードを必ず変更してください。パスワードを変更する方法に 
ついては、次ぺージの「基本設定を変更する」を参照してください。 
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本製品の情報を表示します。接続中のアクセスポイントの MAC 
アドレスとファームウェアのバージ ヨ ンが表示されます。 


7 メニューから、「情報 J 一「一般情報 J の順にクリックしまず。 

一般情報が表示されます。 




H ク U ツク I 


L 基ホ設定をを是な • 

アクセスポイント名や ESS ID などの基本情報を設定します。 

1 メニューから、「環境設定 J 一「基本設定 J の順にクリックしまず。 

基本設定が表示されます。 



てクリック) 


ク 


必要に応じて設定を変更しまず。 


• IEEE802 .りの巧定 

無好!けりで皮用すなブロトコ H / OEE 扣 02.1 1のか巧こ00すな巧去です ♦ アクじスポイント 
に 巧巧するみ_1'ノド a ■々のは巧ん •-,- で R 巧すな巧ち 木一 在する A うにし T < だ夕い • 
たとえば、、ノビ1 — 夕げアシ它スポイントし«巧4る しん アシ tz スボイントと巧 じ FSS m 
ぞ巧左してわくと■が巧り*す。 


巧しいバスワード 
の入ん： 

巧しいバスワート- 
の g 巧入力： 


E □お 

巧期卜します， 


巧用してす，^亢のほじ巧 /t す. 




設定を反映せずキャンセル 
する場合は、医! J ボタンをク 
リックします。 


APS 

アクセスポイントの名称をわかりやすい名称に設定できます。名称 
は半角英数字32文字までです。大文字とル文きは区別されます。 
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ESS ID 

半角英数き32文字が内で入力します。大文字とル文字が区別され 
ます。アクセスポイントに接続を許可する無線 LAN カードの グルー 
プと同じ ESS ID を設定します 。 ESS ID が異なる無線 LAN カード 
のグループは接続することができません例えばアクセスポイント 
の ESS ID を 「 Laneed 」 に設定した場合は、無線力ードの ESS ID が 
「 Laneedj のグループは接続できますが、無線 LAN 力ードの ESS 
I D が 「 ELECOM 」 のグループは接続できません。 

使用チヤンネル 

範囲に本製品（アクセスポイント）を2台が上設置する場合は、そ 
れぞれのアクセスポイントの使用チヤンネルが重ならないように 
設定します。これは、同じ周波数帯域を使用するアクセスポイン 
卜が近くにある場合に混信することを避けるためです。 


リピータ機能を使用する場合は、同じチャンネルに設定します。 


モード設定 

アクセスポイント 
モード 

本製品を無線 LAN のアクセスポイントとして使 
用します。 

リピータモード 

リピータ機能 （14 ページ参照）で使用します。 

アクセスポイント 
+ 

リピータモード 

アクセスポイントモードとリピータモードを同 
時に使用します。 （15 ページ参照） 


リピータモードを使用する場合、各リピータ（アクセスポイント）は同 
じチヤンネルを使用するように設定してください。 


新しいパスワードの入力/新しいパスワードの確認入力 

パスワードを初期値のままにしておくと、第王者にアクセスポイ 
ントの情報を盗まれたり、無断で設定を変更されたりする恐れが 
あります。また、パスワードは定期的に変更してください。パス 
ワードを入力する場合は、半角英数字で最大20文字です。大文 
字と小文字も区別されます。入力したパスワードはメモにして大 
切に保管してください。 


3 I 適巧 I ボタンをクリックしまず。 


• 管理に関する設定 

アクわスポイントをを巧するためのバスワードを設定します。 

奇!しいバスワード 《スワ 

の入力： ま回こI 

新しいぃ乂ワード (語乂ブ 

の班認入力： くださI 


H ク U ツク) 


設定を初期化する場合は、 I 巧期化 I ボタンをクリックします。 
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4 設定確認画面が表示されたら、 [ OKI ボタンをクリックしまず。 

本製品に設定を適用し反映されると、パスワード入力を求める画 
面に戻ります。 



設定が反映されるまで10秒から30秒ほど時間がかかり 
ます。その間は本製品の電源を OFF にしないでください。 

設定を完了するときは、のボタンをクリックして Internet 
Explorer などの Web ブラウザを終了します。 



無線 LAN 上でやり取りされるデータを盗聴から保護するために 
WEP(Wired Equivalent Privacy ) に基づいてデータを暗号化しま 
す。 WEP の設定をしていないコンピュータは、データを読み取れな 
くなります。 WEP についての説明は11ぺージを参照してください。 


7 メニューから、「環境設定 J 一 「 WEPj の順にクリックしまず。 

WEP 設定が表示されます。 
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•設定を反映せずキャンセルする場合は、医幻ボタンを 
^ クリックします。 

- WEP 40 は WEP 64 bit と同じものです。 


無効にずる /WEP40/WEP128 

使用する暗号強度を選択します。 

使用ずるキー 

使用するキーを選択します。 

WEP キーを4つまで設定しておいて、場合により簡単に切り換 
えることができます。 

WEP キー 

暗号キーを入力します。 

WEP キーの入力方法は、 ASCII 形式と HEX 形式の2種類があります。 
ASCII 入力は、半角英数字で入力する方法で大文字とル文字が区 
別されます。 WEP 40 使用時は5巧、 WEP 128 使用時は13巧で 
入力します。 

HEX 入力は、 Ox の後に16進数（半角の〇〜 9， A 〜 F ) のみで入 
力します。 WEP 40 使用時は10巧、 WEP 128 使用時は26巧で 
入力します。（先頭の Ox は巧数に含まれていません。） 




[ mm レザタンをクリックしまず。 



巧は10巧、 W び128ほ用巧は26巧で入力します。（先頭の Ox はお数にをまれて 



胃新しい設定を適用します。胃.元の設定に戻します。 


— I クリック) 



設定を初期化する場合は、 n 巧期化 ] ボタンをクリックし 
ます。 


4 設定確認画面が表示されたら、 [OKI ボタンをクリックしまず。 

本製品に設定を適用し反映されると、パスワード入力を求める画 
面に戻ります。 


巧しい設定を巧認し、追用する宰おができました. 

設定を有効にするためにアク它スボイントをリセットします。実污しますか？ 

の Misaauim 


をリック I 
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設定画面に戻る場合は、[キル ] ボタンをクリックし 
ます。 


設定が反映されるまで10秒から30秒ほど時間がかかり 
ます。その間は本製品の電源を OFF にしないでくださし、。 


設定を完了するときは、0ボタンをクリックして Internet 
Explorer などの Web ブラウザを終了します。 

成ぶんもィ JMAC ぶもレスで心ルぶふ:^)ぶ変里な J 

アクセスコント□-ルとは無線 LAN 力ードの MAC アドレスを登 
録することで、登録した MAC アドレスを持つ無線 LAN 力ードだ 
けがアクセスポイントに接続できます。 

MAC アドレスフィルタリングについて、詳しくは「セキュリティ 
(MAC アドレスフィルタリング）を変更する」に9ページ）を参照 
してください。 

メニューから、「環境設定 J 一「アクセスコント□—ル J の順にク 
リックしまず。 

アクセスコント□ールが表示されます。 



2 「有効 J を選択しまず。 


. アクセスコントロール 

アク t スコントロールをちかじすると、 [MAC アドレスー居]にを想されているコンピュータだけび 
アクセスポイントを介してネットワークこアク fe スできるようになります。登綠されていないコンビュ 
ータのアクたスは禁止されます。ここでは、アク t スコン阳ールを有細こするかどうかを設定で 
きます。ち細こする访ちは、アクセス掩ぞさえるコンビュータの MAC アドレスをき録できます。 

• 無効--をコンビュータびアク12ス巧能 
■C 有効--登録されたコンビュータだけびアクセス可■能’‘；< 


L 選が， 


MAC アドレスフィルタリングを無効にしたいときは、「無 
効」を選択して [ M ] ボタンをクリックします。_ 
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夕必要に応じて設定を変更しまず。 


. アクコント ロー J レ 

アク tz スコントロールを巧巧こすると、 [MAC アドレスー對こを緑されているコンピュータだけが 
アクたスポイントをか U てネットワー巧こアクたスできるようになります A をあされていないコンビュ 
-夕のアクをスは巧止されます。ここでは、アクせスコントロールをち幼こするかどうかぞ致ちで 
きます。ちかこする巧ろは、アクたス巧ぞさえる〕ンピュー》の MAC アドレスをき緑できます。 

♦無効一を瓜ビュ-夕巧ア i セス巧お 
©有効--を録されたコンビュータだけびアクたス巧 g 


住汾する MAG アドレスをス 
力して <ださい)[人力が： 
00-90- FE -00-00-00] 

を 


曙おしし、醜をあ用しエす。國亢の i 姑に戻しエす。 


入力した MAC アドレスの変更はできません。 MAC アドレ 
スを削除して、 MAC アドレスを新規に追加してください。 


アクセスを許可ずる無線デバイスの MAC アドレスを追加ずるには 

MAC アドレスを入力 （ MAC アドレスが 「0090 FE 000000」 の場合は、 
「00-90- FE -00-00-00」 と入力）し、 I «追加 I ボタンをクリックします。 
MAC アドレスー覽に入力した MAC アドレスが表示されます。 


MAC アドレスー置 


■{① MAC ァドレスを A* ) 

■{獻7リックI 


アクセスを許可した無線デバイスの MAC アドレスを削除するには 

MAC アドレスー覧から削除する MAC アドレスを選択し、 
[¢1福 >>1ボタンをクリックします。 

選択した MAC アドレスが削除されます。 




砂 MAC アドレスを疆尺I 


て②^リックI 


4 I 適巧 Iボタンをクリックしまず。 


の MAC アドレスび登想されています。 

1新しい設定を適用します。^元の設定に戻します。 


I~~Iクソツク1 
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夕設定確認画面が表示されたら、医 g ボタンをクリックしまず。 

本製品に設定を適用し反映されると、パスワード入力を求める画 
面に戻ります。 


新しい設定を®認し' 追用する準備ができました。 

設定を有効にするためにアクセスボイントをリセットします。実行しますか？ 

の m-aauim 


をリック1 


設定画面に戻る場合は、 I キたル I ボタンをクリックし 
ます。 


設定が反映されるまで10秒から30秒ほど時間がかかり 
^_ます。その間は本製品の電源を OFF にしないでください。 

設定を完了するときは、13ボタンをクリックして Internet 
Explorer などの Web ブラウザを終了します。 

L セぉょ JL ^—(， ABr スぉルス機能)• を 获是を る^^^^ 

アクセスポイントを隠してセキュリテイを強化する AP ステルス 
機能を設定します。 

1 メニューから、「環境設定 J 一「アクセスコント□—ル J の順にク 
リックしまず。 

アクセスコント□—ルが表示されます。 



ク 「AP ステルス機能を使う J を選択して、I 適巧 Iボタンをクリック 
しまず。 


. *みドステルス巧能を使ろ 

有細こした場合、みのようなたキュリティーの巧化げ実3見できます。 

-おもを LAN アダブタのユーティリティー等に巧届の、アクたスボイント巧東碟能で巧をしても房つ 
けられむくなり、アクたスボイントの巧なぞ招すことびできます。 

•SS のぞ rAN 丫 J に設定した無綻 LAN アダブタでは巧錠できなくなるため、 SSID によるたキュリティ 
一げ巧化されます。 


(選択） 
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3 [ M ] ボタンをクリックしまず。 


~~[クリック I 


4 設定確認画面が表示されたら、区 g ボタンをクリックしまず。 

本製品に設定を適用し反映されると、パスワード入力を求める画 
面に戻ります。 



巧しい設定を®認し、追用する準備ができました. 

!^^を有効にするためにアクセスボイントをリセットします。実行しますか？ 

の mxxmm 



設定画面に戻る場合は、 I キたル I ボタンをクリックし 
ます。 


設定が反映されるまで10秒から30秒ほど時間がかかり 
_ます。その間は本製品の電源を OFF にしないでください。 


設定を完了するときは、0ボタンをクリックして Internet 
Explorer などの Web ブラウザを終了します。 


な C が ホ^!^る^^^^^^^^^^^^ 

Web 設定ユーティリティなどから本製品にアクセスする場合な 
ど、正しい IP アドレスを必要とするときに必要な、 IP アドレス、 
サブネットマスク、ゲートウェイを設定します。 


同ーネットワーク上で本製品を2台上使用する場合は、 
本製品の IP アドレスを管理していない場合でも、それぞ 
れが異なる IP アドレスになるよラに設定を変更してくだ 
さい。同じ IP アドレスを持った製品が2台が上ある場合、 
Web 設定ユーテリテイで本製品にアクセスすることはで 
きません。 


アクセスポイントを IP アドレスで管理しない場合は、ア 
ドレスを変更する必要はありません。複数のアクセスポ 
イントを管理したり、 Web 設定ユーティリティなどから 
本製品にアクセスする場合など、正しい IP アドレスを必 
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要とするときは設定を変更してください。 IP アドレスの 
変更については、ネットワーク全体に影響を及ぼすこと 
がありますので、ネットワーク管理者がいる場合は、ネッ 
トワーク管理者の指示に従ってください。 



ク必要に応じて設定を変更しまず。 


• このモードの TCP/IP バラメータ： 


サブネットマスク： 
デフオルトプートウェ 


I 新しし、設定を適用します。 m 元の設定に戻します。 


lyj ^ 設定を反映せずキャンセルする場合は、医司ボタンをク 
^ リックします。 


3 I 適巧 Iボタンをクリックしまず。 


叫ク U ック I 


新しし、設定を適用します。^元の設定に戻します。 
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4 設定確認画面が表示されたら、医 g ボタンをクリックしまず。 

本製品に設定を適用し反映されると、パスワード入力を求める画 
面に戻ります。 


しい設定を®認し' 追用する準おができました。 


をを有効にするためにアクセスボイントをリセットします。ま行しますか ' 


- I ク U ツク I 


|] yj ^ 設定画面に戻る場合は、 r キル1 ボタンをクリックし 
ます。 


設定が反映されるまで10秒から30秒ほど時間がかかり 
ます。その間は本製品の電源を OFF にしないでください。 


設定を完了するときは、0ボタンをクリックして Internet 
Explorer などの Web ブラウザを終了します。 
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♦ 本製品が正常に動作しない。 

① AC アダプタを接続していますか。本製品は付属の AC アダプ 
夕から電源を供給する必要があります。 

② 無線 LAN 力ードは正常に動作しています力、。無線 LAN 力ード 
のプ□パティを見るなどして無線 LAN 力ードのドライバが正 
しくインス!ルされているか、確認してください。詳しくは 
無線 LAN カードのマニュアルをお読みください。 

③ 無線 LAN 力ードのユーティリティでの設定は正しいです力、。 
設定が正しくないと本製品を見つけることができないなどの 
トラブルが発生します。詳しくは無線 LAN 力ードのマニュア 
ルをお読みください。 

♦ 無線 LAN 力ードから本製品(アクセスポイント）を見つけられない。 

① 通信モードを正しく設定していますか。無線 LAN カードの設 
定で、通信モードカ 《 「アクセスポイントを使用しない」に設定し 
されていると、本製品を見つけられません。本製品を使用して 
通信する場合は、「アクセスポイントを使用する」に設定してく 
ださい。 

② 無線 LAN カードから本製品の機能を設定をする場合、本製品 
の設定をする前に、無線 LAN カードの設定を変更していませ 
んか。新規導入時に無線 LAN カードから本製品の機能を設定 
する場合は、無線 LAN カードの設定を初期値にしたまま、本 
製品に接続します。本製品を設定するより前に、無線 LAN カー 
ドの設定を変更してしまうと、本製品を見つけることができま 
せん。このような場合は、無線 LAN 力ードの設定を SSID を「使 
用しない」、 WEP 使用を「無効にする」にした状態で接続してく 
ださい。 

③ 無線 LAN カードの SSID と本製品の SSID が異なると、無線 
LAN カードから本製品を見つけることができません。このよ 
うな場合は、無線 LAN カードのユーティリティの〈ネットワー 
ク設定〉画面で SSID を、いったん「使用しない」に設定してく 
ださい。本製品の近くで、設定を変更した無線 LAN カードか 
らアクセスすると接続できるようになります。 
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④無線 LAN 力ードだけ、または本製品だけに WEP を設定してい 
ませんか。一方だけに WEP を設定している場合は、無線 LAN 
カードから本製品を見つけることができません。そのため、無 
線 L A N カードから本製品の設定を変更することもできなくな 
ります。このような場合は、有線 LAN から本製品に接続して 
設定を変更してください。 

♦無線 LAN 力ード特本製品（アクセスポイント）は正常に動作して 
いるが、ネットワークが見えない。 

無線 LAN カードの入ったコンピュータのネットワーク設定で、 
実際のネットワーク環境に応じたプロトコル、サービスなどの 
設定をしていますか。プ□トコル ( TCP / IP など）、クライアント 
(Microsoft Network クライアントなど）、サービス （Microsoft 
Network 共有サービスなど）を環境に応じて設定する必要があり 
ます。また、 TCP / IP を使用する場合は、 IP アドレスに関する設 
定が必要です。 

♦ 本製品の他にも無線 LAN アクセスポイントがある環境で、無線 
LAN 経由で本製品を設定する場合 

7 無線 LAN 経由で、設定に使用ずるパソコンを本製品に確実に接 
続ずるために、乂下のことを確認してください。 


①設定に使用するパソコンの無線 LAN 力ード（アダプタ）を、本製 
品に設定した SSID および WEP と同じ値に設定してください。 


の!^本製品を初めて設定する場合は、次の値に設定してくだ 

ご ° SSID 

Laneed 

WEP 

無効 


②他のアクセスポイントが本製品と同じ SSID に設定されていな 
いか確認してください。同じ SSID に設定されているアクセス 
ポイントがある場合は、電源を切るか、または SSID を別の値 
に変更してください。使用中などで電源を切ったり SSID を別 
の値に変更できない場合は、そのアクセスポイントより設定に 
使用するパソコンの無線 LAN カード（アダプタ）の方が近くな 
るように、本製品を置いてください。_ 

同じ SSID のアクセスポイントが複数ある場合は、電波 
の強い方のアクセスポイントにつながります。 
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また、無線 LAN 力ード（アダプタ）の設定ユーティリティに接続 
先のアクセスポイントの MAC アドレスが表示される場合は、本 
製品の MAC アドレスが表示されているか確認してください。 

2 Windows 設定ユーティリティを使用ずる場合、 Windows 設定 
ユーティリティの 「 AP 名 J 欄に本製品の MAC アドレスが表示さ 
れているか確認してください。 

① パソコンに本製品の Windows 設定ユーティリティをインス 
トールします。（インストール方法は本製品のユーザーズマ 
ニュアルを参照してください。） 

② 本製品の Windows 設定ユーティリティを起動します。 

③ 「 AP 名」欄に表示された MAC アドレス （ OOO -90- fe - XX - XX-XX 
などの16進数値）が、設定しようとしている本製品の MAC ア 
ドレス（本体背面に表記）と同じ値か確認します。 



本製品背面に記載され 
ている MAC アドしスと 
同じアクセスポイント 
を選択してください。 


- 「 AP 名」欄に何も表示されない場合は、右側のこ J をクリックし、「再 
検索」を選択して、再度アクセスポイントを検索してください。 

- 「 AP 名」欄に何も表示されなかったり、 MAC アドレスが違う場 
合は、アクセスポイントが見つけられないか、違うアクセスポ 
イントにつながっています。 7 の②を参考にして、設定に使用す 
るパソコンが本製品に接続できるように設定し直してください。 

④基本機能については「8基本機能を設定する（アクセスポイント機 
能)」 （19 ぺージ)、オプション機能については「9 Windows 設定 
ユーテイリテイのリファレンス」 （23 ぺージ)を参照して、設定し 
ます。 
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3 WE 巳設定ユーティリティを使用ずる場合は、設定に使用ずるパ 
ソコンと本製品の IP アドレスが同じネットワークの IP アドレス 
になっているか確認してください。 

①設定に使用するパソコンのネットワークのプ□パティ（各 0 S 
の説明書やヘルプなどを参照）で、 IP アドレスとサブネットマ 
スクを本製品に設定した IP アドレスのネットワークと同じネッ 
トワークになるように設定してください。 


本製品を初めて設定する場合は、次の値に設定してくだ 
さし、。 

IP アドレス 

192.168 . l.n 

( n は240が外で、本製品の有線 LAN ケー 
ブルが接続されたネットーワーク上の機器 
のアドレスと重ならない値です。不明の場 
合は本製品の有線 LAN ケーブルは接続しな 
いでください。） 

サブネットマスク 

255.255 .255.0 



② Internet Explorer などの WE 目ブラウザを起動し、「アドレス 
入力」欄に次のように入力し、入力したアドレスに移動してく 
ださい。（インターネットエクスプ □— ラーの場合は、[移動] 
ボタンをクリックする力、、リターンキーを押します。） 

http :// (設定した IP アドレス） 


初めて本製品を設定する場合は、 

http ://! 92.168.1.240 

と入力します。 


③設定画面が表示されたら、「10 Web 設定ユーティリティのリ 
ファレンス」 （34 ページ）を参照して、設定します。表示され 
なかった場合は 7 の②を参照して、設定に使用するパソコンが 
本製品に接続されているか確認してください。また、 IP アド 
レスが正しいかもう一度確認してください。_ 

本製品の設定値がわからなくなった場合は、次ページの 
「設定がわからなくなってしまった。」を参照して、設定値 
を工場出荷時の設定に戻し、上記醒飾の「初めて本製品を 
^_設定する場合」を参考にして設定をおこなってください。 
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参設定がわからなくなってしまった。 

工場出荷時の初期設定に戻し、もラー度本書を参照して設定しな 
おしてくださし、。 

次の手順で本製品を工場出荷時の初期状態に戻します。 

① 電源コネクタを本体から抜きます。 

② 本体側面の Default ボタンを押しながら電源コネクタを挿入 
し、本体電源を投入します。 （ Default ボタンはまだ放しません） 

③ そのまま、3秒が上押し続けます。 

④ Default ボタンを放します。 

⑤ Default ボタンをもう一度押します。 

⑥ そのまま10秒間待ちます。 

⑦ Ethernet LED と Wireless LED が交互に速い点滅を始めたら 
Default ボタンを放します。 

が上で初期化作業は終了です。 


次の初期設定に戻ります。 


AP 名 

ap + MAC アドレス下位24ビット（例： apFlFEEC ) 

パスワード 

derault 

SSIDCESS ID ) 

Laneed 

IP address 

192.168 .1.240 

サブネットマスク 

255.255 .255.0 

ゲートウェイアドレス 

192.168 .1.254 
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Laneed 

付録クサポートサービスについて , 


ラニード製品のサポートサービスについては、下記のラニード- 
サポート センタ —へお電話または FAX でご連絡ください。サポー 
卜情報、製品情報に関しては、 FAX 情報、インターネットでも 
提供しております。なお、サポートサービスを受けるためには、 
ユーザ登録が必要です。5ページをお読みになり、必ずユーザ登 
録を行ってください。 

参 Laneed サポートセンター 

[TEL : 03-3444-5571 FAX : 03-3444-8205 I 

受付時間：月〜金曜日9:00〜12:0013:00〜18:00 
(夏期•年末年始特定休業日、祝祭日は除きます） 

X FAX による受信は24時間おこなっております。 

参インターネット 
http :// www . elecom . co.jp 

♦ FAX 情報 サービス 

製品に関する最新情報を24時間いつでも FAX でお届けします。 
お近くの下記サービス情報 BOX センターにお電話をおかけくだ 
さい。ガイダンスにしたがって取り出したい BOX 番号をご指示 
ください。 _ 

東京日 3-3940-6000 /大阪 06-6455-6000 / 名古屋 052-453-6000 
福岡 092-482-6000 /札幌 011-210-6000 /仙台 022-268-6000 
広島 082-223-6000 _ 

固固回回回回 

※在庫.納期.価格などに関するお問い合わせは、各営業拠点へ 
お願いいたします。 

•修理の依頼 

本製品が故障した場合には、故障した製品と保証書に、故障状況 
を記入したものを添えて、下記までご連絡ください。 

保証期間内 

まずは、上記のラニード•サポートセンターまで電話または FAX 
でご連絡ください。 
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•-•サポートサービスについで 


保証期間外 

•住 所干 192-0904 東京都八王子市子安町 3-5-2 
エレコム修理センター 

- 電話番号 0426-31-0271 - FAX 番号 0426-31-0272 

-受付時間月曜日〜金曜日 9:00〜12:0013:00〜17:00 
(夏期•年末年始特定休業日、祝祭日は除く） 

X FAX による受信は24時間おこなっております。 


♦サポートセンターへお電話される前に 

サポートセンターにお電話される前に次の事項を確認してください。 

• このマニュアルの45ぺージ「付録 1. こんなときは」をお読みに 
なりましたか。まだ、お読みでない場合は、お電話の前にお読 
みください。 

-システムを起動できる場合は、起動した状態でお電話ください。 
-異常のある製品を取り付けたコンピュータの前から会話が可能な 
場合は、コンピュータの前からお電話をおかけください。実際に 
操作しながらチェックできますので、解決しやすくなります。 

• FAX を送られる場合は、付属の別紙「トラブルシート」に、でき 
るだけ詳しい内容をご記入ください。 


次のことをお調べください。 


♦ネットワーク構成 

使用しているネットワークアダプタ： 

使用している OS: 

使用しているコンピュータ本体（メーカーおよび型番)： 
ネットワークを構成するコンピュータの台数と OS の構成： 
ネットワークを構成するその他の関連機器 (HUB、 ルータ等): 

参具体的な現象について 

具体的な現象： 

事前にお客様が試みられた事項（あればお伝えください)： 
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付録ジ基本仕様 


商品名 

11 Mbps 無線 LAN アクセスポイント 

製品型香 

LD - WL 11/ AP 2 

規格 

IEEE 802.11 / IEEE 802.11 b , RCR STD -33 ARIB STD - T 66 

周波数帯域 

2.4 GHz (2.412 〜2.4835 GHz ) 

チヤンネル 

1 ch 〜 14 ch 

伝送方式 

DS - SS 方式(直接拡散スペクトラム拡散方式） 

伝送速度 

11 Mbps /5.5 Mbps /2 Mbps/l Mbps 

伝送距離 

屋内：1 lMbps (60 m )、5.5 Mbps (90 m ). 2 Mbps ( ll 日 m )、 
1 Mbps (120 m ) 

屋外： 11 Mbps (100 m ). 5.5 Mbps (150 m ) 、 2 Mbps (180 m ) 、 
1 Mbps に 10 m ) 

アクセス方式 

インフラストラクチヤ 

アンテナ方式 

ダイバーシティアンテナ（内蔵） 

セキュリティ 

SSID , WEP 、 MAC アドレスフイルタリング、 AP ステルス、 
パスワード管理 

電源 

DC 5 V / 2 A 

消費電力 

最大 4 VV (5 V 800 mA ) 

環境条件 

動作時：温度〇〜55で/湿度5〜80%(結露なきこと） 

保管時：温度 -10- 60で/湿度5〜80%縮露なきこと） 

設定ユーティリ 
ティ対応 0 S 

Windows 98, Windows ME , WindowsNT 4.0, Windows 
2000, Windows XP 

設定ユーティリ 
ティ対応機種 

PC / AT 互換機 ( DOS / V)，NEC PC 98 -NX 

付属品 

AC アダプタ、 CD - ROM (ユーティリティ 1 枚)、 

ユーザーズマニュアル、保証書 
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